
臨
時
国
会
が
21
日
に
召
集
さ
れ
、

自
民
党
の
高
市
早
苗
総
裁
が
衆
参

両
院
の
本
会
議
で
の
首
相
指
名
選

挙
で
、
第
１
０
４
代
首
相
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
即
日
組
閣
を
行
い
、

自
民
と
日
本
維
新
の
会
に
よ
る
連

立
政
権
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
委
員

長
は
同
日
の
党
国
会
議
員
団
総
会

で
、
戦
後
の
歴
史
の
中
で
も
最
悪

の
政
権
と
な
る
危
険
が
あ
る
と
指

摘
し
「
高
市
自
民
・
維
新
政
権
に

対
し
、
断
固
と
し
て
対
決
し
、
危

険
な
暴
走
政
治
を
阻
止
す
る
た
め

に
全
力
を
尽
く
そ
う
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た

同
日
松
江
市
で
は
、
日
本
共
産

党
の
尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の
両

県
議
、
た
ち
ば
な
ふ
み
、
佐
野
み

ど
り
両
松
江
市
議
が
商
店
街
前
で

緊
急
宣
伝
し
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
「
連
立
政
権
合
意

書
」
に
は
医
療
費
４
兆
円
削
減
な

ど
の
社
会
保
障
改
悪
や
憲
法
９
条

改
悪
、
大
軍
拡
、
「
ス
パ
イ
防
止

法
」
制
定
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
と
し
て
「
反
動
的
で
最
も
危

険
な
政
権
だ
」
と
指
摘
。
「
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
危
険
な
政
治

を
包
囲
し
、
国
民
が
主
人
公
の
平

和
な
日
本
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

大
国
県
議
は
、
多
く
の
国
民
が

望
ん
で
い
る
消
費
税
減
税
や
企
業
・

団
体
献
金
の
禁
止
は
先
送
り
す
る

一
方
、
維
新
が
国
会
議
員
定
数
１

割
削
減
を
持
ち
出
し
た
こ
と
に
ふ

れ
、
「
衆
院
比
例
定
数
削
減
は
、

多
様
な
民
意
の
反
映
を
困
難
に
し
、

国
会
の
最
も
重
要
な
役
割
で
あ
る

政
府
の
監
視
機
能
を
弱
め
る
も
の

だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
が
10
月
７
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。
国
政
で
は
、
自
民

党
が
党
内
事
情
を
優
先
さ
せ
、
国

民
不
在
の
総
裁
選
に
明
け
暮
れ
、

国
民
の
審
判
が
下
さ
れ
た
参
院
選

か
ら
２
カ
月
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

民
意
を
踏
ま
え
た
国
会
審
議
が
ま

と
も
に
行
わ
れ
な
い
中
、
共
産
党

松
江
市
議
団
は
、
危
険
な
国
政
か

ら
市
民
ま
も
る
共
同
を
と
各
地
で

議
会
報
告
会
や
街
頭
宣
伝
を
行
っ

て
い
ま
す
。

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
19
日
に

行
わ
れ
た
、
八
束
の
明
日
を
考
え

る
会
の
「
市
政
報
告
＆
研
修
会
」

で
議
会
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
水

道
料
金
値
上
げ
問
題
、
１
０
５
億

円
の
エ
コ
ク
リ
ー
ン
松
江
改
修
、

美
保
基
地
へ
の
空
中
給
油
機
10
機

配
備
な
ど
重
要
案
件
、
外
国
人
排

斥
問
題
や
戦
後
80
年
に
あ
た
り
、

侵
略
戦
争
を
美
化
す
る
動
き
は
許

さ
れ
な
い
な
ど
の
議
会
論
戦
を
報

告
し
ま
し
た
。
35
名
の
市
民
が
参

加
し
、
懇
談
の
中
で
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン

ド
バ
ス
な
ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

佐
野
み
ど
り
市
議
は
秋
鹿
地
域

で
市
政
報
告
会
を
開
催
、
昨
年
の

集
い
で
出
さ
れ
た
地
域
要
望
で
あ

る
、
危
険
な
た
め
池
の
問
題
に
つ

い
て
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
内

容
な
ど
９
月
議
会
で
取
り
組
ん
だ

内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。
15
名
の

市
民
が
参
加
し
、
懇
談
で
通
学
路

な
ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

樋
野
伸
一
市
議
は
、
古
志
原
地

域
で
議
会
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
し
た
国
保
料
滞
納
者
へ

の
差
押
え
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

参
加
者
と
懇
談
し
ま
し
た
。

今
後
も
市
議
団
は
市
内
各
地
域

で
議
会
報
告
会
を
開
催
予
定
で
す
。

政
治
が
身
近
に
な
る
と
好
評
で
す
。

ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
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医療費４兆円削減社会保障改悪

議員定数削減ゆるされない

暮らし平和守れの声を共に

10
月
19
日
八
束
町
で
行
わ
れ

た
市
政
報
告
＆
研
修
会
で
「
知
っ

て
お
き
た
い
年
金
の
話
」
と
題
し

て
年
金
者
組
合
東
部
支
部
の
近
藤

修
書
記
長
が
講
演
し
ま
し
た
。
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

近
藤
氏
は
「
年
金
者
組
合
は
高

齢
者
・
年
金
者
の
組
合
と
し
て
１

９
８
９
年
に
誕
生
し
、
以
前
は
３

カ
月
に
１
回
で
あ
っ
た
年
金
支
給

を
２
カ
月
に
１
回
に
す
る
こ
と
を

要
求
し
実
現
し
て
き
た
。
現
在
は

毎
月
支
給
に
す
る
こ
と
、
無
年
金
・

低
年
金
を
な
く
す
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
で
当
た
り
前
の
『
最
低
補

償
年
金
制
度
』
の
創
設
を
求
め
て

い
る
」
と
自
己
紹
介
。

年
金
が
増
え
な
い
仕
組
み
に
つ

い
て
「
１
つ
に
は
、
非
正
規
雇
用
、

女
性
の
低
賃
金
、
２
つ
に
日
本
で

は
現
役
世
代
の
月
給
を
基
準
に
年

金
を
算
定
す
る
が
、
外
国
で
は
月

給
だ
け
で
な
く
賞
与
を
含
め
て
算

定
し
て
お
り
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働

機
関
）
か
ら
違
反
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
３
つ
に
物
価
と
給
与
の
変

動
に
合
わ
せ
て
年
金
を
上
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
上
げ
幅
の

低
い
方
に
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
物

価
の
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
」
と

指
摘
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の

取
組
も
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。

最
後
に
近
藤
氏
は
、
年
金
を
上
げ

る
に
は
、
ま
ず
働
い
て
い
る
人
の

給
与
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

し
「
現
役
世
代
と
手
を
つ
な
ぎ
、

年
金
上
げ
よ
と
運
動
を
広
げ
て
い

こ
う
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。
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共
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団
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左から佐野、たちばな両市議、尾村 大国両県議

冷
た
い
国
政
か
ら
市
民
守
る
市
政
へ

共
産
党
市
議
団
が
各
地
で
議
会
報
告
会

市政報告会の様子

後援会の皆さんと宣伝する佐野市議 市政報告するたちばな市議


